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1200年 前後の ドナウ河流域におけ る文学事情

パ ッサ ウ司教区を中心に

松　村　國　隆

要 　 旨

　 ドイ ツ語文化圏では1200年 前後、 つま り1190年 か ら1210年 までの20年 間は、文学 史上 まれに見

る豊穣な時期で あった。 これ は、18世 紀 か ら19世 紀にかけて ゲーテ、 シラーを中心 とした ドイ ツ

文学の隆盛期に匹敵す る。 ち ょうどその頃に、 ドナ ウ河流域では英雄叙事詩rニ ーベル ンゲンの

歌』が誕生 し、恋愛歌謡 「ミンネザ ング」のす ぐれた歌人た ちが輩 出 している。 この文学現 象を

語 る場合、パ ッサ ウ司教 の宮廷 とバーベ ンベル ク家の ウ ィー ン宮廷 の存在 を無視す る ことはで き

ない。 しか しなが ら、そ の実態 については必ず しも十分に解 明され ているわ けではない。 本論 文

では、『ニーベル ンゲ ンの歌 』お よび歌人 ヴァル ター ・フォン ・デ ァ ・フ ォーゲル ヴ ァイデ等の

歌謡 テクス トの解読 を通 じて、また歌 人たち と彼 らのパ トロンであった パ ッサ ウ司教 やバーベ ン

ベル ク家の オース トリア公 との関係 を通 じて、当時の ドナウ河流域 における文学事情 を明 らかに

したい。

キ ー ワ ー ド　 パ ッサ ウ、 ウ ィー ン、 ドナ ウ河 、rニ ーベ ル ン ゲ ンの 歌 』、

　 　 　 　 　 　 ヴ ァル タ ー ・フ ォ ン ・デ ァ ・フ ォ ー ゲル ヴ ァイ デ

1　 は じめに

　 永 ら く待 ち望 まれ て い た 『オ ー ス ト リア文 学 史 』(全7巻)の 第1巻 が 刊 行 され た の は1994

年1)、 そ れ か らす で に10数 年 が経 過 して い るが 、 完 結 まで に な お しば ら くの 歳 月 を要 す るで あ

ろ う。 第1巻 の 著 者フ リ ッツ ・ペ ー タ ー ・ク ナ ップは ウ ィー ン大 学 の 出身 で 、 同 大 学 で 古 代 ・

中 世 部 門 の 研 究 者 と して 出発 し、 新 た に 誕 生 した パ ッサ ウ大 学 に 迎 え られ 、 さ らに キ ール 大 学

で 教 鞭 を と った あ と、 現 在 は ハイ デル ベ ル ク大 学 中 世 部 門 の 正 教 授 と して 活 躍 して い る ドイ ツ

中 世 文 学 研 究 の 第 一 人 者 で あ る。 彼 の 基 本 姿 勢 は 一 貫 して 、 従 来 の オ ー ス トリア文 学 史 を 批 判

的 に 継 承 す る こ とに よ って そ の 再 構 築 を 目指 す と と もに 、 中 世 文 学 で は と くに 欠 か す こ との で

きな い聴 衆 の介 在 を 重要 視 す る こ とで あ った。2)こ の基 本 姿 勢 は 、 今 回 の 文 学 史 記 述 に つ い て

も当 て 嵌 ま る。 まず 注 目す べ きは 、 本 書 の 表 題 に パ ッサ ウ、 ザ ル ツ ブル ク、 ブ リ クセ ン、 トリ
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エ ン トの 各 司 教 区 が 登 場 して い る こ とで あ ろ う。 そ して 最 初 と最 後 の 見 開 き頁 に は 、10世 紀 と

1250年 頃 の 各 司 教 区 、 司 教 座 、 所 領 、 修 道 院 の 所 在 地 を 示 した 地 図 が 掲 げ られ て い る。 さ らに

注 目す べ きは 、 目次 が 明示 す る本 書 の 構 成 で あ る。 第1章 「基 盤 と前 史 、 ドイ ツ南 東 部 の 入 植

と教 化 の時 代 に お け る文 芸 の最 初 の痕 跡 」、 第2章 「叙 任 権 闘争 の勃 発 か ら稀 少 特 権 まで の 時

代 の 文 学 」(1075-ll56)と あ り、 政 治 的 な 事 件 と絡 め つ つ 文 学 の 史 的 展 開 を た ど って い る点

で は 、 と くに 新 た な 試 み で あ る とは 言 え な い 。 と こ ろが 、 第3章 「バ ーベ ンベ ル ク家 の 諸 公 と

大 空 位 時 代 の 文 学 」(1156-1273)で はAとBの2部 か らな って お り、 しか もそ の い ず れ に お

い て も、 前 半 は 「ラテ ン語 で記 され た文 学 」、 後 半 は 「ドイ ツ語 で記 され た 文 学 」 を扱 って い

る。Aが 「司教 区 パ ッサ ウの文 学 」 で あ る の に対 して、　Bは 「司 教 区 ザ ル ツ ブル ク、 ブ リ クセ

ン、 トリエ ン トの 文 学 」 とな って い る よ うに 、4つ の 司 教 区 の うちパ ッサ ウだ け が 独 立 して 扱

わ れ て お り、 そ の 他 の3司 教 区 は 一 括 して 論 じられ て い る。 こ う した 文 学 史 記 述 か ら明 らか な

こ とは 、 パ ッサ ウ司 教 区 が 中 世 オ ー ス トリア文 学 史 に 占め る位 置 の 大 き さで あ ろ う。3)

　 こ こで 、 上 述 の1250年 頃 の4司 教 区(ザ ル ツ ブル ク、 ブ リク セ ン、 トリエ ン ト、 パ ッサ ウ)

と司 教 座 、 所 領 、 修 道 院 の 所 在 地 を 示 した地 図 を紹 介 して お こ う。4)地 図 を 見 るか ぎ り、 と く

に パ ッサ ウか ら ウ ィ ー ンに か け て の ドナ ウ河 流 域 に 、 今 日な お 健 在 の ク レム ス ミ ュ ンス タ ー
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(Kremsmunster)や メル ク(Melk)と い った 修 道 院 が 数 多 く誕 生 して い て 、 ヨ ー ロ ッパ 中 世

が 急 速 に キ リス ト教 に よ って 一 元 化 され て い く様 子 が 窺 え る。 バ ーベ ンベ ル ク家 は す で に 絶 え

て い た とは い え 、 そ の 間 に ドナ ウ河 流 域 の 歴 史 的 状 況 は さ して 大 き く変 貌 して い る とは 考 え ら

れ な い 。 い ず れ に せ よ、 パ ッサ ウ司 教 区 は パ ッサ ウ司 教 の 直 轄 領 と オ ー ス トリア公 国 、 そ れ に

シ ュタイ ア ー マル ク公 国 とバ イ エ ル ン公 国 の 一 部 か ら成 る広 大 な 地 域 で あ った 。 わ れ わ れ は ま

た この 地 図 か ら、 そ の 西 端 に パ ッサ ウ司 教 が この 司 教 区 の 頭 と して 君 臨 し、 そ の 東 端 の ウ ィー

ンで は オ ー ス トリア公 が 君 臨 す る とい う構 図 を 読 み 取 る こ と もで き るの で あ る。

　 ウ ィー ンは ドナ ウ文 化 圏 の な か で 着 実 に 地 歩 を 固 め つ つ あ った が 、 当 時 の ウ ィー ンに は い ま

だ 司 教 座 が 置 か れ て お らず 、パ ッサ ウ司 教 区 の 管 轄 下 に あ った 。5)その 他 、パ ッサ ウか ら ウ ィ ー

ンに か け て の ドナ ウ河 流 域 は 、 こ と ご と くこの 司 教 区 に 属 して い た 。 こ う した 経 緯 や 状 況 を 踏

まえ て は じめ て 、 オ ー ス トリア公 レオ ポル ト6世(在 位1198-1230)が ウ ィー ンに 司 教 座 を 置

こ うと して 奔 走 し空 しい 試 み を 繰 り返 した とい う事 実 も また 、 十 分 に 納 得 され るで あ ろ う。 ウ

ィー ンに 司教 座 が置 か れ た の は 、 よ うや く15世 紀 半 ば 、1469年 の こ とで あ った 。6)本 論 の 目的

は 、1200年 前 後 の ドナ ウ河 流 域 に お け る文 学 事 情 を 、 当 時 の パ ッサ ウ と ウ ィー ンの 宮 廷 、 さ ら

に は ア ク イ レイ アの 宮 廷 の 文 学 的 営 為 を 通 して 明 らか に す る こ とに あ る。 そ の 際 に 看 過 され て

な らな い の は 、 まず バ ーベ ンベ ル ク家 の ウ ィー ン宮 廷 の 存 在 で あ り、 しか も ウ ィー ン宮 廷 が パ

ッサ ウ司 教 区 と隣 接 す る レー ゲ ンス ブル ク司 教 区 の 司 教 座 都 市 レー ゲ ン ス ブル クと浅 か らぬ 関

係 に あ った こ とで あ り、 さ らに は アル プ スの 南 に あ って ブ リク セ ン司 教 区 や ザ ル ツ ブル ク司 教

区 と隣 接 して い た ア クイ レイ ア司 教 区 の 宮 廷 も また 、 当 時 の パ ッサ ウ司 教 が 総 大 司 教 と して 移

り住 ん だ が ゆ え に 、 本 論 の テ ー マの 射 程 に 入 って くる こ とで あ る。

2　 司教座都市パ ッサウと 『ニーベルンゲンの歌』

　 さ て、13世 紀 初 頭 に 誕 生 した英 雄 叙 事 詩 『ニ ー ベ ル ン ゲ ンの 歌 』(Das　 Nibelungenlied)を

論 じる と きに 、 司 教 座 都 市 パ ッサ ウを 避 け て 通 る こ とは で きな い 。18世 紀 以 来 この叙 事 詩 の 成

立 場 所 を め ぐって 喧 しい 議 論 が 沸 き起 こ った が 、 少 な くと も第2部 に 関 す るか ぎ り、 パ ッサ ウ

司 教 区 お よび 司 教 座 都 市 パ ッサ ウが 相 当 に 重 要 な 役 割 を 演 じて い た で あ ろ うとい う点 で は 、 ほ

ぼ 意 見 の一 致 を見 て い る。7)す な わ ち 司 教 座 都 市 パ ッサ ウに あ って パ ッサ ウ司 教 区 を統 べ て い

た 司 教 が この 作 品 の 成 立 に 深 く係 わ って い た とい うこ とで あ る。 た とえ ば 『ニ ーベ ル ン ゲ ンの

歌 』 第1部 の ライ ン河 流 域 の 描 写 が 没 個 性 的 で 類 型 的 で あ るの に 比 べ て 、 第2部 で 作 者 は パ ヅ

サ ウか ら ウ ィー ンに か け て の ドナ ウ河 流 域 の 地 理 に た い へ ん 明 るい こ とが まず 挙 げ られ よ う。

ブル ゴ ン ト族 の グ ンテ ル ー 行 の 歩 み は 、 今 日で もほ ぼ 正 確 に 辿 る こ とが で きる 。8)そ れ だ け で

な く、 パ ッサ ウで の 司 教 ピル グ リー ン(Pilgrin)の 応 接 や パ ッサ ウ と ウ ィー ンの ほ ぼ 中 間 に
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位 置 す る辺 境 伯 リュエ デ ゲ ー ル(Ruedeger)の 居 城 ベ ッ ヒ ェ ラー レ ン(Bechelaren今 日の べ

ヒラ ル ンPochlarn)で の父 と子 あ るい は 主 人 と賓 客 の歓 会 と別 離 は 、 い ず れ も今 日の読 者 の

心 に も強 く訴 え る場 面 で あ る。 作 者 が 心 血 を 注 い で 造 形 した 人 物 リュエ デ ゲ ール に よ って 、 第

2部 は 第1部 を 受 け て 英 雄 叙 事 詩 と して の 性 格 を ベ ー スに しな が ら も、 そ の 宮 廷 的 ・騎 士 的 な

陰 影 を 深 め て い る。 この 点 が 第1部 と決 定 的 に 異 な る と こ ろで あ る。

　 パ ッサ ウ(テ クス トで は パ ッ ソ ウ ヴ ェPassouwe)と い う町 の名 前 に つ い て は 、 この 作 品 で

2度 に 亘 って 言 及 され て い る。 最 初 は ク リエ ム ヒル トが フ ン族 の 王 エ ヅツ ェル の も とに嫁 ぐ途

中 に 立 ち寄 った と きで あ り(そ の①)、2度 目は ブル ゴ ン ト王 グ ンテ ル の 一 行 が ク リエ ム ヒル

トの招 待 を 受 け て 、 ウ ォル ムス か ら ドナ ウ河 沿 い に エ ッ ツ ェル 王 の宮 廷 に 向か うと き で あ る

(その ②)。

その①

1295 Si zogeten dannen balde nider durch Peyer lant. 

 do sagte man diu maere, da w eren fur gerant 

vil unkunder geste, da noch ein kloster stat 

    unt da daz In mit fluzze in die Tuonouwe gat.

1296 In der stat Pazzouwe saz ein bischof.

die herberge wurden laere unt ouch des fursten hof. 

si ilten gegen den gesten uf in Beyer lant, 

dä der bischof Pilgrin die schcenen Kriemhilden vant.

1298 Der bischof mit siner nifteln ze Pazzouwe reit.

dö daz den burgren von der stat wart geseit, 

daz dar kceme Kriemhilt, des fursten swester kint, 

diu wart wol enpfangen von den koufliuten sint.9)

一 行 は ほ どな くバ イエ ル ンの 国 を 通 り下 って 行 った
。

見 知 らぬ 賓 客 た ちが 馬 を 進 め て 来 た 、

と語 り伝 え られ て い るが 、 そ こに は 今 もな お 僧 院 が 建 って い て 、

そ こで は イ ン川 が淡々 と ドナ ウ河 に 注 ぎ込 ん で い る。
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パ ッサ ウの 町 に は 一 人 の 司 教 が 坐 して い た 。

町 の 家 々に も国 主 の 宮 廷 に も人 影 が な くな った 。

人 々は 賓 客 た ちを 迎 え よ うと、 バ イエ ル ンの 国 へ 急 ぎ、

この 地 で 司 教 ピル グ リー ンは 美 しい ク リエ ム ヒル トを 見 た 。

司教は彼の姪と連れ立ってパ ッサウへ馬を進めた。

国主の妹の娘であるクリエムヒル トが入来する、

そのことがこの町の人々に知らされ、

彼女はやがて商人たちに懇ろに迎えられた。

その②

 1627 Wir kunnen niht bescheiden, w si sich leiten nider, 

    alle di lantliute die gevrieschen sider 

    daz ze hove füeren der edeln Uoten kint. 

     si wurden wol enpfangen d ze Pazzouwe sint.

1628 Der edeln künege ceheim, der bischof Pilgerin, 

     dem was vil wol ze muote, dö die neven sin 

    mit also vil recken kömen in daz lant. 

daz er in willec w ere, daz wart in schiere bekant.

1629 Si wurden wol enpfangen von vriunden uf den wegen. 

da ze Pazzouwe man konde jr niht gelegen. 

     si muosen uber'z wazzer, da si funden velt. 

da wurden uf gespannen beide hutten und gezelt.'°

彼らが何処に宿をとったのか、われわれは説明することができない。

程な くすべての国人は伝え聞いた、

気高いウオテの子たちが宮廷に向かっていることを。

やがてパ ッサウの城下で一行は歓迎の出迎えを受けた。
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高貴な生れの王たちの伯父である司教ピルゲリーンは、

彼の甥の面々がこのように多 くの勇士を引き連れて

入国 したことを、ことのほか歓んだ。

彼の好誼の心は逸早 く一行に申し伝えられた。

一行は途中で縁者によって懇ろに迎えられた。

パ ッサウの城下ではこれを款待する術がなかった。

一行は河水を渡らねばならなかったが、そこには野原があった。

そこでは仮小屋や天幕が設営されていた。

「ニ ーベ ル ン ゲ ンの 歌 』 第2部 は ドナ ウ河(テ ク ス トで は トゥオ ノ ウ ヴ ェTuonouwe)流 域 を

舞 台 に 展 開 され て は い る もの の 、 筋 の 展 開 か ら見 るか ぎ り、 パ ッサ ウの 町 は 必 ず しも重 要 な 役

割 を 担 って い る とは 言 え な い 。 に もか か わ らず 、 作 者 は わ ざわ ざ一 行 を この 町 に 立 ち寄 らせ て

い る。 これ は い った い ど うい うこ とか 。 そ の た め に わ れ わ れ は まず 、 歴 史 的 な 事 実 と して 、 こ

こに パ ッサ ウ司 教 区 を 統 べ る司 教 座 が 置 か れ て い た こ と、 そ して 司 教 を 中 心 と した 宮 廷 的 な 社

交 の 世 界 が 存 在 して い た こ とを 確 認 して お か な け れ ば な らな い 。11)テク ス トに は 「国主 の宮 廷 」

(des　fUrsten　hof　1296,2)あ るい は 「国 主 の 妹 の 娘 」(des　fusten　 swester　 kint　1298,3)な る

用 例 が 見 られ る。 こ こに 所 謂 「国 主 」 とは 、 テ ク ス トで は パ ッサ ウ司 教 ピル グ リー ン以 外 に 考

え られ な い 。 しか も作 品 の な か で は 、 パ ッサ ウ司 教 が ブル ゴ ン ト王 家 の 兄 弟 姉 妹 の 母 ウ オ テの

兄 に あ た る、 とい う設 定 に な って い る。(も っ と もze　 hove　 fueren「 宮 廷 に 向 か う」[1627,3]

とい う表 現 の 「宮 廷 」 が エ ッツ ェル 王 の 「宮 廷 」 で あ る こ とは 、 コ ン テ クス トか ら明 らか で あ

る。因み に、 これ に似 たze　 hove　 riten　r宮 廷 に 馬 を 進 め る」な る表 現 も 『ニ ー ベ ル ンゲ ンの歌 』

に 散 見 され る。[24,1;72,3;877,2;1731,3;1732,1])し た が って 、 「宮 廷 」(hof)は け っ して

ウ ィー ンの 専 売 特 許 で は な く、 パ ッサ ウに も司 教 を 中 心 とす る宮 廷 が 存 在 した とい うこ とが 、

テ クス トか ら も窺 うこ とが で き る。12)わ れ わ れ は 「宮 廷 」 とい う用 語 に世 俗 の 王 侯 の み を そ の

主 宰 者 で あ る と想 定 す るか ぎ り、 こ この 文 脈 を 正 し く理 解 した こ とに は な らな い 。

　 以 上 の こ とか ら推 し測 れ ば 、 作 品 の 成 立 当 時 、 作 者 が 司 教 座 都 市 パ ッサ ウお よび パ ッサ ウ司

教 を 中 心 とす る宮 廷 と深 くか か わ って い た こ と、 また 一 行 に そ の パ ッサ ウの 町 を 素 通 りさせ る

の は 忍 び な く、10世 紀 に 活 躍 した 実 在 の パ ッサ ウ司 教 を 思 わ せ る人 物 を 登 場 させ て 、 彼 を ク リ

エ ム ヒル トの 伯 父 に 仕 立 て て 両 者 を 会 わ せ る とい う筋 立 て を 挿 入 した と考 え るの が 妥 当 で あ ろ

う。 いみ じ く もパ ッサ ウ司 教 座 資 料 館 の 館 長 ヘ ル ベ ル ト ・W・ ヴ ル ス タ ー は 、 『ニ ー ベ ル ン ゲ

ンの 歌 』 の 作 者 が この 地 域 を じつ に よ く知 って い た か ら こそ 、 また 彼 が そ の 中 心 に い た か ら こ

そ 、 敢 え て この 作 品 を 司 教 座 都 市 パ ッサ ウ と関 連 づ け た とい う見 解 を 提 示 して い るが 、 これ は
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卓 見 で あ る。13)

　 パ ッサ ウの 宮 廷 を 語 る と き、キ ュ ー レンベ ル クの騎 士(Der　 von　 Kurenberc)、 デ ィエ トマ ル ・

フ ォ ン ・ア イ ス ト　(Dietmar　 von　 Aist)、 アル ブ レ ヒ ト ・フ ォン ・ヨハ ンス ドル フ　(Albrecht

von　 Johansdorf)は 忘 れ られ な い。 最 初 の2人 は パ ッサ ウ近 くの 出 身 と され て い る し、彼 らの

歌 の 基 本 形 式 は 『ニ ー ベ ル ンゲ ンの歌 』 と同 じ 「長詩 行 」(Langzeile)で あ る。 また後 者 の 歌

人 が 最 初 に 登 場 す るの は 、1180年 パ ッサ ウ近 郊 の 聖 ニ コ ライ 教 会 に 伝 承 され て い る書 物 の 中 で

あ る。 続 い て1201年 お よび1204年 に は 、 パ ッサ ウ司教 ヴ ォル フ ガ ー ・フ ォ ン ・エ ル ラ(Wolf-

ger　von　Erla在 位1191-1204)の 記 録 に は 「家士(ミ ニス テ リア ー レ)」(Ministeriale)と して

記 され て い る。彼 の歌 は全 体 で41な い し42節 が伝 承 され て お り、最 新 版 のrミ ンネ ザ ン グの春 』

(Des　Minnesangs　 Frahling)に は13歌 が 採 用 され て い る。 ま た、 パ ッサ ウ司教 ヴ ォル フ ガ ー

の 記 録 に も彼 の 名 前 が 残 され て お り、 この 事 実 は と りもな お さず 、 当 時 パ ッサ ウ司 教 ヴ ォル フ

ガ ーを 中 心 と した 社 交 の 世 界 で 、 歌 人 に よ って 自 らの 歌 が 披 露 され て い た こ とを 傍 証 す る もの

で あ る。14)さ ら に、 歌 人 ヴ ァル タ ー ・フ ォ ン ・デ ァ ・フ ォ ー ゲル ヴ ァイ デ(Walther　 von　 der

Vogelweide)も 一 時 期 この 司 教 の 近 くに い た で あ ろ う こ とは 、 つ ぎ の有 名 な 記 録 が 実 証 して

い る。 す なわ ち パ ッサ ウ司 教 の ウ ィー ンへ の 旅 の 帳 簿 に1203年11月12日 、 「ツ ァイ[ゼ ル マ ウ

ア ー]に て 、 歌 人 フ ォー ゲル ヴ ァイデ の ヴ ァル タ ーに 毛 皮 外 套 を 買 うた め の 代 金 と して 大 シ リ

ング貨5枚 」(Sequenti　 die　apud　zei[zemurum]walthero　 cantori　de　vogelweide　 pro　pellicio　V.

sol.　Longos)を 与 え た と記 され て い る。15)

　 と こ ろ で 「ニ ーベ ル ン ゲ ン の歌 』 のr哀 歌 』(Klage)の 最 終 部 分 に は、 以 下 の よ うな数 行

が 見 られ る。

Von Pazowe der biscof Pilgerin

durh liebe der neven sin 

hiez scriben ditze maere, 

wie ez ergangen waere, 

 in latinischen buochstaben.16)

パ ッサ ウの 司 教 ピル ゲ リー ンが

彼の甥たちのために

この物語を記録するよう命 じた、

当時それが慣習であったように、

ラテン文字で。
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この 英 雄 叙 事 詩 の も とに な る物 語 を ラ テ ン文 字 で 書 き記 す こ とを 命 じた の は 、 パ ッサ ウ司 教 ピ

ル グ リー ン(Pilgrin)、 あ る い は ピル ゲ リー ン(Pilgerin)だ と言 わ れ て い る 。 作 中 の 「甥 た

ち」 とは グ ン テル 、 ゲ ール ノ ー ト、 ギ ーゼ ル ヘ ル の3人 で あ る。 『ニ ーベ ル ン ゲ ンの 歌 』 で は 、

先 ほ どの 引 用 に あ った よ うに 、 この 司 教 ピル グ リー ン(ピ ル ゲ リー ン)が ブル ゴ ン ト族 の 王 家

に 連 な って い て 、 グ ンテル 、 ゲ ール ノ ー ト、 ギ ーゼ ル ヘ ル 、 ク リエ ム ヒル トの 母 ウ オ テの 兄 、

つ ま り彼 らの 伯 父 とい う系 譜 が 前 提 に な って い る。 も っ と も時 代 は ち ょ うど民 族 大 移 動 の 頃 に

設 定 され て い るか ら、 そ れ か ら数 世 紀 の ちに 成 立 した この 作 品 との 間 に 歴 史 的 時 間 の 上 で ず れ

が あ るの は 言 うまで もな い 。 で は 、 この パ ッサ ウ司 教 ピル グ リー ン(ピ ル ゲ リー ン)と は い か

な る人 物 で あ った の か 。 実 在 の 人 物 の な か で は 、971年 か ら991年 まで 、 パ ッサ ウ司 教 を 務 め て

い た ピル グ リムPilgrim(Piligrimと も綴 る)が よ く似 た 名 前 と して挙 げ られ る。 彼 は オ ス ト

マル クの ドイ ツ人 入 植 とハ ン ガ リー宣 教 に 功 績 が あ った と伝 え られ て い る し、 また ザ ル ツ ブル

クか ら独 立 した オ ー ス トリア、 モ ラ ヴ ィア、 ハ ン ガ リーの た め に 大 司 教 座 を 置 こ うと画 策 し、

失 敗 した と も伝 え られ て い る。 こ う した 一 連 の 行 動 か ら、 司 教 ピル グ リムは な か な か の 政 治 家

で も あ った こ とが 窺 わ れ る。17)す で に繰 り返 し言 及 され て い る が 、 『ニ ーベ ル ンゲ ンの歌 』 第

2部 に 登 場 す る フ ン族 の 王 エ ッツ ェル が 実 在 の ア ッチ ラを 想 定 して い た とす る と、 こ こに も ま

た 歴 史 的 な 時 間 の 上 で は 齪 齪 が 生 じ る こ とに な る。 つ ま り彼 は5世 紀 の 民 族 大 移 動 の 頃 に ヨ ー

ロ ッパ に侵 攻 した の だ か ら、 彼 と ピル グ リー ン(ピ ル ゲ リー ン)と の接 点 は な い 。 『ニ ーベ ル

ン ゲ ンの 歌 』 第2部 は 、 作 者(た ち)が い くつ か の 伝 承 を 時 間 的 な 前 後 関 係 を 無 視 して 採 用 し、

そ れ らを 錯 綜 した 状 態 の ま ま に ひ とつ の叙 事詩 に 仕 立 て た の で あ る。 こ の よ うに、 物 語(Fik-

tion)と 歴 史(Geschichte)と で は そ の 位 相 が 異 な る こ とを 百 も承 知 の 上 で、 当時 の作 者(た

ち)は い くつ か の エ ピ ソー ドの 組 み 合 わ せ の 妙 を 競 い 合 い 、 宮 廷 の 聴 衆 の 前 で い か に 巧 み に 、

い か に 斬 新 に これ らの エ ピ ソー ドを 披 露 す るか とい うこ とに 腐 心 して い た 。 した が って 、 と き

に は そ の な か に 史 実 に 合 致 す る箇 所 もあ れ ば 、 ま った く齪 齪 を 来 す 箇 所 もあ るの は 、 ご く当 然

の こ と と言 え よ う。

3　 ウ ィー ンの宮廷 とオ ース トリア公

　 「ニ ーベ ル ン ゲ ンの 歌 』 に ウ ィー ンの 町 が 登 場 す るの は 、 ブル ゴ ン ト族 の 一 行 が トゥル ンか

ら入 城 し、 エ ッツ ェル 王 と ク リエ ム ヒル トとの 婚 礼 と祝 宴 の た め に 滞 在 した 数 週 間 の み で 、 そ

れ 以 前 に も以 後 に も この 町 に つ い て 言 及 され る こ とは な い 。 しか も婚 礼 と祝 宴 は 、 当 時 の 慣 習

に 従 って 、 昼 が 長 く気 候 の よい 聖 霊 降 臨 祭 の 頃 に 設 定 され て い る。
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 1361 Der kunec ez nach den eren die Hiunen schaffen bat. 

     do riten si von Tulne ze Wiene zuo der stat.

da funden si gezieret vil maniger vrouwen lip. 

si enpfiengen wol mit eren des kunec Etzelen wip.'8)

国 王 は フ ン族 の 人 々に 、 万 事 名 誉 を 損 ぜ ぬ よ うに 計 らえ と命 じた 。

そ の と き一 同は トゥル ネ か ら ウ ィー ンの 都 に 馬 を 進 め た 。

あまたの婦人方が晴着に身を飾っているのが見られた。

彼らは名誉を落とすことな く国王エ ッツェルの妃を迎えた。

1365 Diu hohzit was gevallen an einen pfinxtac, 

 da der kunec Etzel bi Kriemhilde lac 

in der stat ze Wiene. si wn' so manigen man 

bi ir ersten manne nie ze dienste gewan.19)

この 祝 宴 は ち ょ うど聖 霊 降 臨 祭 に あ た って い て 、

そ の と き、 エ ッツ ェル 王 は ク リエ ム ヒル トと床 を 共 に した 、

ウ ィー ンの 町 で 。 最 初 の 夫 の も とで は か くも多 くの 廷 臣 た ちに

か しず か れ た こ とは な か った 、 と彼 女 は 思 った 。

1375 An dem ahtzehenden morgen von Wiene si dö riten. 

 da wart in ritterschefte schilde vil versniten 

von spern di da fuorten die recken an der hant. 

sus kom der künic Etzel unz in daz hiunische lant.20)

第18日 目の 朝 に 、 一 同は ウ ィー ンを 出立 した 。

その際、比武試合で多くの楯が、

勇士たちが手に携えていた長槍で突き破られた。

か くしてエ ッツェル王はフン族の国に帰 り着いた。

筋 の 展 開 か らす れ ば 、 パ ッサ ウ 同様 、 ウ ィー ンは と くに 重 要 な 役 割 を 果 た して い る とは 言 え な

い 。 な ぜ 、 作 者 は エ ッツ ェル 王 と ク リエ ム ヒル トの 婚 礼 とそ れ に 続 く祝 宴 を エ ッツ ェル ン ブル

ク(オ ー フ ェ ン、 現 在 の ブ ダペ ス トの ブ ダ地 区)で は な く、 わ ざわ ざ ウ ィー ンで 挙 げ る よ うに
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設 定 しなけ れ ば な らな か った の か 。 従 来 の 研 究 で は 、 この 点 に つ い て 必 ず しも明 確 な 説 明 が 示

され て い な か った 。 作 品 成 立 当 時 な お パ ッサ ウの 司 教 座 が パ ッサ ウか ら ウ ィー ンに 至 る ドナ ウ

河 流 域 を 統 括 して お り、 バ ーベ ンベ ル ク家 の ウ ィー ン宮 廷 を も版 図 内 に 収 め て い た 。 さ らに 、

この 司 教 区 は 東 方 の 異 教 世 界 ハ ン ガ リーに まで そ の 影 響 力 を 及 ぼ す 勢 い で あ った 。 この こ とに

つ い て も、H・W・ ヴル ス タ ーが 当 時 の パ ッサ ウ司 教 の政 治 的 ・文 化 的政 策 と関連 づ け て論 じ

て い る。 す な わ ち、 この 司 教 区 は バ イ エ ル ン と オ ー ス トリアだ け で な く、 ハ ン ガ リーを も視 野

に 入 れ た 融 和 的 な 施 策 を 行 な って い た の で あ り、 そ う した 歴 史 的 事 情 が 何 らか の 形 で 『ニ ーベ

ル ン ゲ ンの 歌 』 第2部 に 影 響 を 及 ぼ してい た ので あ る。21)し か も こ こで は 歴 代 の オ ース トリア

公 が パ トロ ンと して 進 ん で 歌 人 た ちを 宮 廷 に 迎 え た の で あ った 。 した が って この 場 合 も、 作 者

が 当 時 の ウ ィー ン宮 廷 の 文 化 的 、 文 学 的 盛 況 を 考 慮 し、 敢 え て 異 教 徒 とキ リス ト教 徒 との 婚 礼

と祝 宴 の 場 と して ウ ィー ンの 町 を 登 場 させ た とは 考 え られ な い だ ろ うか 。

　 この よ うに 「ニ ーベ ル ン ゲ ンの 歌 』 に も登 場 す るほ どの 町 に な って い た ウ ィー ンは 、 す で に

ロー マ人 の時 代 か ら ウ ィ ン ドボ ー ナ(Vindobona)の 名 前 で知 られ て い た。 しか しな が ら この

町 の 歴 史 は 、 よ うや く1135年 頃 に バ ーベ ンベ ル ク家 が ク ロス タ ー ノ イ ブル クか ら こ こに 遷 都 し

た こ とを も っ て本 格 的 に 始 ま る。 ウ ィー ンは1137年 に正 式 に 法 に基 づ く都 市 とな り、 続 い て

1156年 に ハ イ ン リヒ2世(通 称 ヤ ゾ ミア ゴ ッ トJasomirgott)の も とで オ ー ス トリアは辺 境 伯

領 か ら公 爵 領 に 昇 格 し、 彼 が 初 代 オ ー ス トリア公(在 位1156-1177)に 就 任 す る。 しか し彼 が

まだ 辺 境 伯(在 位1141-56)の 頃 、 バ イ エ ル ン公(在 位1143-56)で もあ った の で 、 バ ーベ ン

ベ ル ク家 の 居 城 ク ロス タ ー ノイ ブル ク よ りは 、 む しろ ヴ ェル フ ェ ン家 の 宮 廷 で あ った レー ゲ ン

ス ブル クに 頻 繁 に 滞 在 した と言 わ れ て い る。 こ こで 司 教 座 都 市 レー ゲ ン ス ブル クの 宮 廷 と歌 人

た ちに つ い て も少 し触 れ て お きた い 。 恋 愛 歌 謡 集 『ミ ンネザ ングの 春 』 に は 、 恋 愛 歌 人 ブル ク

グ ラ ー フ ・フ ォ ン ・レー ゲ ンス ブ ル ク(Burggraf　 von　 Regensburg)お よび ブル ク グ ラ ー フ ・

フ ォン ・リエ テ ン ブル ク(Burggraf　 von　 Rietenburg)の 名 前 が 見 られ る。 ブ ル ク グ ラ ー フは

「城 伯 」 と訳 され て い るが 、 代 々帝 国 采 邑を 拝 領 して い た 一 族 で あ った 。 この2人 は と きお り

混 同 され る こ と もあ った が 、 い ず れ も レー ゲ ン ス ブル クの 宮 廷 に 仕 え て い た と伝 え られ て い る。

また2人 は 大 ハ ンデル ベ ル ク写 本 に 登 場 して お り、 『ミンネ ザ ン グの春 』 に は、 写 本Aお よび

Cに 共 通 す る歌 、 写 本Aな い しはCの み の歌 が 数 点 採 用 され て い る。 前 者 の作 風 は 「鷹 の歌 」

(Falkenlied)で 知 られ る キ ュー レ ンベ ル クの騎 士 に 近 く、 ドナ ウ河 流 域 特 有 の女 性 が 男 性 と

同等 の 立 場 で 求 愛 す る素 朴 な 内容 の もの が 多 く、 後 者 に は す で に 南 仏 トゥル バ ドール の 女 性 讃

美 の 影 響 と カ ン ツ ッ ォーネ 形 式 が 認 め られ る。22)い ず れ に して も、 す で に 早 い 時 期 に レー ゲ ン

ス ブル クの 宮 廷 に は ミンネ ザ ン グの 伝 統 が 根 づ い て お り、 パ ッサ ウや ウ ィー ン と と もに ドナ ウ

文 化 圏 の 一 翼 を 担 って い た こ とが 窺 わ れ る。 した が って 、 ハ イ ン リヒ2世 の 時 代 に は す で に 、

ウ ィー ンと レー ゲ ンス ブル クの 間 に 歌 人 た ちの 往 来 もあ った で あ ろ うこ とが 推 察 され る。
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　 パ ッサ ウが 司 教 座 都 市 で あ った の に 比 べ て 、 ウ ィー ンは 比 較 的 宗 教 色 の 薄 い 中 世 都 市 で あ っ

た 。 上 述 の 通 り、 と りわ け ハ イ ン リ ヒ2世 が オ ー ス トリア公 に な って 以 来 、 彼 の も とで ウ ィー

ンは 飛 躍 的 な 発 展 を 遂 げ 、 や が て ドイ ツ語 圏 で は ケル ンに 次 ぐ人 口を 擁 す る都 市 に 発 展 す るに

至 っ た の で あ る。23)そ の ウ ィー ンの 宮 廷 で は 、 ハ イ ン リ ヒ2世 以 後 、 歴 代 の オ ー ス トリア 公

(レ オ ポ ル ト5世 、 フ リー ド リ ヒ1世 、 レオ ポ ル ト6世)が ラ イ ン マ ル(Reinmar　 von

Hagenauな い しReinmar　 der　Alte)や ヴ ァル タ ー(Walther　 von　der　Vogelweide)を は じめ 多

くの 優 れ た 歌 人 た ちを 迎 え て 文 芸 を 大 い に 奨 励 した こ とは 、 つ とに 知 られ て い る。 も ち ろん 歌

人 た ちに と って 、 ウ ィー ンの 宮 廷 が 必 ず しも格 別 に 居 心 地 の い い 宮 廷 で あ った わ け で は な い 。

パ トロ ンで あ る オ ー ス トリア公 と歌 人 との 間 に は 一 方 的 な 依 存 関 係 、 つ ま り主 人 に 対 す る従 者

と して の 関 係 しか 成 立 し得 ず 、 た え ず 彼 らは 不 如 意 を 訴 え て い た し、 極 度 の 緊 張 を 強 い られ て

もい た 。 な るほ ど ラ イ ン マル の よ うな 歌 人 に は 直 接 ウ ィー ン宮 廷 に 言 及 した り訴 え た り した 歌

は 皆 無 で あ るが 、 自主 独 立 の 気 風 の 強 い ヴ ァル タ ーの よ うな 歌 人 に な る と、 宮 廷 とそ の 主 人 に

対 す る愛 憎 相 半 ば す る心 境 が 切 々 と歌 わ れ る こ とに な る。 した が って 当 時 の 宮 廷 歌 人 の 現 実 は 、

歌 舞 音 曲を 生 業 とす る遊 芸 の 民 や 遍 歴 の 民 の そ れ とあ ま り変 わ る もの で は な か った 。 す べ て は

主 人 で あ る オ ー ス トリア公 に 懸 か って い た 。 た とえ ば 、 ヴ ァル タ ーの 格 言 歌 の な か で も と りわ

け 有 名 なL20,31で は 、 そ う した 主 人 と歌 人 との 関 係 が赤 裸 々に歌 わ れ て い る。 今 な お そ の解

釈 が 定 ま って い な い とは い え 、 この 歌 が1198年 頃 の ヴ ァル タ ーの ウ ィー ン別 離 を 背 景 に 誕 生 し

た も の で あ り、 こ こに 登 場 す る オ ース トリア公 が レオ ポ ル ト6世 で あ った とい う点 で は 、 ほ ぼ

大 方 の 見 解 は 一 致 して い る。24)オ ース トリア公 と ヴ ァル タ ー との 確執 に つ い て論 者 は す で に 他

の 箇 所 で 言 及 して い るが 、25)ウ ィ ー ンの市 門 か ら締 め 出 され た歌 人 が 、 最 終 行 で な お も 「この

歌 に よ って 殿 が わ た しを 覚 え て 下 さ る よ うに 」(hie　bi　si　er　an　mich　 gemant)26)と 願 わ ざ るを

得 な か った とい うこ とは 、 そ の 当 時 の 歌 人 た ちが 置 か れ て い た 厳 しい 状 況 を 如 実 に 物 語 って い

る。 この よ うに 彼 は 、 歌 とい う強 力 な 武 器 に よ って オ ー ス トリア公 に 執 拗 に 迫 って い る。 当 時

の 王 侯 貴 族 の 最 大 の 徳 目は 、 あ らゆ る機 会 を 通 じて で き るだ け 多 くの 人 々に で き るだ け 多 くの

施 しを 与 え る こ とで あ った 。「気 前 の よ さ」(milte)と い う点 で、 レオ ポ ル ト6世 が ヴ ァル タ ー

に と って つ ね に 徳 操 高 い 主 人 で あ った か ど うか は 定 か で な い が 、 この 歌 に 関 す るか ぎ り、 彼 の

み が 宮 廷 か ら締 め 出 され て い る た め に(「 わ た しの 左 右 に雨 が 降 る の に/そ の 一 滴 もわ た しに

は 当 た りませ ん[ez　regent　bedenthalben　 min/daz　 mir　des　alles　niht　enwirt　ein　tropfe.])27)、 彼

は 最 終 行 で オ ー ス トリア公 を ほ め た た え 、 喫 緊 の 目標 で あ った 宮 廷 へ の 回 帰 を 願 わ ざ るを 得 な

か った の で あ る。

　 そ れ に して も、 ウ ィー ンの 宮 廷 が 当 時 と して は 歌 人 た ちに と って 魅 力 あ る宮 廷 で あ った こ と

に つ い て は 、 遺 され た 歌 謡 等 の テ ク ス トか ら窺 い 知 れ る。 しか も この こ とは 、 半 ば 定 式 化 され

増 幅 され た 表 現 を 伴 って 語 られ る こ とに な る。 た とえ ば 、13世 紀 前 半 に バ イ エ ル ンや オ ー ス ト
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リアで 活 躍 した デ ァ ・シ ュ トリ ッカ ー(Der　 Stricker)は 、 か つ て あ らゆ る歌 人 た ち が オ ー ス

トリア にや って 来 た の は 、 「そ こで は 語 り、 歌 い 、 楽 器 を 奏 す る こ とが 称 揚 され 、 褒 賞 も多 か

った か らだ 」28)と語 って い る し、13世 紀後 半 に 活躍 した ウ ィ ー ン市 民 で年 代 記 作 家 で あ った ヤ

ン セ ン ・エ ニ ケル(Jansen　 Enikel)は 、 オ ー ス ト リア 公 レオ ポ ル ト6世 が ウ ィー ンの教 会 の

合 唱 隊 席 で 歌 った と主 張 して い る。29)彼 らの言 説 が歴 史 上 の 事 実 を 忠 実 に再 現 して い るか ど う

か は と もか くと して 、 そ う した こ とが テ ク ス トに 記 され た こ と 自体 、 す で に ウ ィー ン宮 廷 が 詩

歌 や 管 弦 を 奨 励 し、 また そ の 主 宰 者 で あ る オ ー ス トリア公 が パ トロン と して この 世 界 に 積 極 的

に 係 わ った こ とを 間 接 的 に 裏 付 け て い る。

4　 アクイレイアの宮廷

　 ヴ ァル タ ー と司 教 座 都 市 パ ッサ ウ との 関 係 とい うこ とに な る と、 この 町 と も交 渉 の あ った 北

イ タ リアの 総 大 司 教 座 都 市 ア クイ レイ アの こ と も視 野 に 入 れ な け れ ば な らな い 。 た しか に ア ク

イ レイ アは ドナ ウ文 化 圏 か ら遠 く離 れ て は い るが 、 ドナ ウ河 流 域 との 人 的 ・物 的 交 流 は 継 続 的

に な され て い た 。 ち ょ うど ヴ ェネ チ ア と トリエ ス テの 間 に 位 置 す る古 都 ア クイ レイ アは か つ て

古 代 ロー マの 最 前 線 と して 栄 え た 町 で あ るが 、 今 日で は そ の 栄 華 は 見 る影 もな く、 最 近 に な っ

て よ うや く世 界 遺 産 と して そ の 存 在 が 認 知 され た ば か りで あ る。 しか し中 世 に は 先 に 示 した 地

図 の さ らに 南 に 位 置 し、 パ ッサ ウ、 ザ ル ツ ブル ク、 ブ リク セ ンの 各 司 教 区 と境 を 接 す る ア ク イ

レイ ア司 教 区 の 中 心 地 で あ った 。 果 た して この 地 が ドナ ウ文 化 圏 に 属 す るか ど うか 、 また ヴ ァ

ル タ ーが この 町 に も足 を 踏 み 入 れ た か ど うか は と もか くと して 、 ヴ ォル フ ガ ーが パ ッサ ウで の

司 教 職 を 辞 し、 北 イ タ リアの ア クイ レイ ア総 大 司 教 を 務 め た こ とを 考 慮 す れ ば 、 ア クイ レイ ア

の 宮 廷 に つ い て も言 及 して お く必 要 が あ るだ ろ う。30)

　 ヴ ァル タ ーが 格 言 歌L34,34に お い て 「優 れ た 、 非 の打 ち ど ころ の な い 総 大 司 教 」(der　 bi-

derbe　patriarke　 missewende　 fri)31)と 称 揚 した の は 、 か つ て の パ ッサ ウ司 教 ヴ ォル フ ガ ーそ の

人 で あ った 。 彼 は 請 わ れ て ア クイ レイ ア総 大 司 教(在 位1204-1218)と して 赴 任 す る こ とに な

るが 、 これ は パ ッサ ウで の13年 間 の 職 務 が 評 価 され て の こ とで あ った 。 ヴ ァル タ ーの 歌 の 多 く

が そ うで あ る よ うに、 こ の歌 が い つ の 頃 に作 られ た の か は 不 詳 で あ る。 た だ 歌 の 「調 」(Ton)

か ら判 断 す る限 り、 また ヴ ォル フ ガ ーの ア ク イ レイ ア赴 任 の 年 、 す な わ ち1204年 以 降 の 作 で あ

る とい うこ とに な る。 ヴ ォル フ ガ ーが パ ッサ ウか ら ウ ィー ンへ の 往 復 の 旅 を 企 て た と きに 、 一

時 期 ヴ ァル タ ーが 同行 した こ とは す で に 述 べ た 通 りで あ る。 しか し、 彼 が この 司 教 の 近 くに い

た の が1198年 以 降 の い つ 頃 の こ とで あ った の か を 知 る手 が か りは な い 。 また 、 そ の 後 この 歌 人

が ど こに 身 を 寄 せ た の か 、 どの よ うな 生 涯 を 送 った の か に つ い て も定 か で は な い 。 しか し彼 が

称 揚 した ア クイ レイ アの 総 大 司 教 の 宮 廷 で は 、 パ ッサ ウ とは 異 な り、 親 教 皇 派 の保 守 的 な 雰 囲
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気 が 支 配 して お り、 ヴ ァル タ ーの 歌 の 類 は 厳 しい 批 判 に 曝 され ざ るを 得 な か った 。 そ の こ とを

示 す 事 例 が 、 トー マ ジ ー ン ・フ ォ ン ・ツ ィ ル ク ラ リア の 『イ タ リア の 客 人 』(Der　 welsche

Gast)で あ る。 彼 は1187年 か ら88年 頃 に北 イ タ リア の ブ リ ウ リ地 方 に 生 まれ 、 ア クイ レイ ア

の 宮 廷 で は 聖 職 者 と して ヴ ォル フ ガ ーに 仕 え て い た 。 この 人 は イ タ リア人 で あ りな が ら、 外 国

語 と して の 中 世 ドイ ツ語 を 習 得 し、 そ の 言 語 を 駆 使 して ア クイ レイ アの 宮 廷 生 活 、 と りわ け 若

い 人 々へ の 教 訓 書 を 著 した 。 この 時 代 に は 聖 と俗 の 両 世 界 が 今 日で は 想 像 も及 ぼ な い ほ ど広 範

囲 に 亘 って 相 互 に 交 流 して い た 。 つ ま り僧 籍 に あ る人 間 が 貴 族 の 子 弟 に 教 訓 を垂 れ る書 を 編 ん

で い た の で あ る。 この 作 品 は1215年 の 冬 に 書 き始 め られ 、 翌 年 の5月 末 まで に 一 気 呵 成 に ま と

め られ た と推 定 され て い る。32)そ の なか に 、 「あ の 良 き僕 は 教 皇 に対 して/何 と不 当 な行 為 を

しで か した こ とで し ょ う。/彼 は 自 らの 慢 心 ゆ え に 言 い ま した 、/教 皇 が ドイ ツの 財 で/ロ ー

マの 献 金 箱 を 満 た そ うと して い る と。/彼 が わ た しの 忠 告 を 聴 い て い た ら、/こ ん な 言 葉 を 口

に しなか った の に 。/こ の た め に 彼 は 自 らの 優 れ た 言 も/台 無 しに して しまい 、/彼 の 言 は ま

す ます 注 目され な くな ります 」33)と語 られ て い る箇 所 が あ る。 こ こで彼 が 容赦 な く非 難 して い

る相 手 は 、 他 な らぬ ヴ ァル タ ーそ の 人 で あ った 。 ど ち らか と言 え ば保 守 的 な 宮 廷 人 ツ ィル ク ラ

リアに して み れ ば 、 ヴ ァル タ ーの 歯 に 衣 着 せ ぬ 教 皇 批 判 は や り切 れ な か った と見 え て 、 彼 は ヴ

ァル タ ー と 同 じ激 しい 口調 で 相 手 を や りこめ て い る。 しか し言 葉 の 力 に 関 す る限 り、 彼 の 教 訓

書 に 見 られ る ドイ ツ語 表 現 は ヴ ァル タ ーの そ れ に 遠 く及 ぼ な い 。 ツ ィル クラ リアの 怒 りを 買 っ

た の は 、 次 の よ うな 内容 の 歌 で あ った 。

 Ahi wie kristenheit nu der babest lachet, 

swenne er sinen Walhen seit ich hanz also gemachet ! 

daz er dä seit, des solt er niemer hän gedaht. 

er giht ich han zwen Allaman undr eine kröne braht, 

daz siz riche sulen stoeren unde wasten. 

ie dar under fullen wir die kasten: 

ich häns an minen stoc gement, ir guot ist allez min: 

Jr tiuschez silber vert in minen welschen schrin. 

jr pfaffen, ezzent huenr und trinkent win, 

unde lant die tiutschen leien magern unde vasten.(34,4) 31)

あ あ 、 キ リス ト教 徒 を 教 皇 は い ま どん な に 笑 って い る こ とで し ょ う。

彼 が 彼 の 郎 党 ヴ ェル フ ェ ン陣 営 に 「わ た しは こん な 風 に した の だ 」 と語 る と き、

自分 の 語 って い る こ とを 、 彼 は 一 度 も考 え た こ とが な か った の で す 。
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彼 曰 く、 「彼 らが この 国 を混 乱 させ 荒 廃 させ る よ うに と、

2人 の ドイ ツ王 を1つ の 王 冠 の も とに 置 い た 。

そ して そ の 間 に わ た しらは 献 金 箱 を い っぱ い に しよ う。

わ た しは 彼 らに 献 金 箱 を 思 い 起 こ させ よ う、 彼 らの 財 産 は す べ て わ た しの もの だ 。

汝 ら ドイ ツの 銀 貨 よ、 わ た しの 箱 に 入 るが よい 。

汝 ら僧 侶 た ち よ、 鶏 肉を 食 べ 、 葡 萄 酒 を 飲 め 。

そ して ドイ ツの 平 信 徒 を 痩 せ 細 らせ 、 空 腹 に せ よ」 と。

この 歌 が い つ ど こで 歌 わ れ た の か 、 確 定 す る術 は な い が 、 ヴ ァル タ ーが シ ュ タ ウ フ ェ ン家 の フ

ィ リ ップ王 の も とに 身 を 寄 せ 、 反 教 皇 キ ャ ンペ ー ンを 行 な って い た 時 期 で あ ろ うと推 察 され て

い る。 何 の 支 え もな い この 歌 人 の 背 後 に フ ィ リ ップ王 の よ うな パ トロンが つ い て い た か ら こそ 、

か くも大 胆 な言 辞 を 吐 くこ とが で きた の で は な い か 。 そ れ が お そ ら くも っ と も無 理 の な い 解 釈

で あ る と考 え られ る。35)そ して この歌 が トーマ ジ ー ンに よ って 攻 撃 され て い る こ とか ら、 成立

年 は1215年 以 前 とい うこ とに な る。 そ れ に して も、 ヴ ォル フ ガ ー とい う卓 越 した 人 物 に よ って

歌 人 と して 認 め られ た ヴ ァル タ ーで は あ った が 、 こ と もあ ろ うに 北 イ タ リアの ヴ ォル フ ガ ーの

赴 任 先 で 、 彼 の 歌 が 姐 上 に の せ られ た とい うの は 、 ま こ とに 皮 肉な こ とで あ る。 しか しな が ら、

彼 の 歌 が ドナ ウ河 流 域 か ら アル プ スを 越 え て 北 部 イ タ リアに まで 届 い て い た とい う事 実 は 、 わ

れ わ れ を 驚 か せ るだ け で な く、 彼 の 歌 が もつ 衝 撃 の 強 さを 示 す もの で もあ る。 こ とほ ど さ よ う

に 、 この 時 代 の 文 学 上 の 交 渉 一 般 が 想 像 以 上 に 豊 穣 で あ り、 か つ そ の 影 響 の 及 ぶ 範 囲 が 想 像 以

上 に 広 範 で あ った こ とを 物 語 って は い な い だ ろ うか 。

5　 おわ りに

　 以 上 、 パ ッサ ウ と ウ ィー ンの 宮 廷 を 中 心 に1200年 前 後 の ドナ ウ河 流 域 に お け る文 学 事 情 を 、

当 時 の 文 学 テ クス トを 手 が か りに 明 らか に して きた 。 い ま一 度 、 こ こで そ の 内 容 を 敷 衛 して お

こ う。

　 まず 、フ リ ッツ ・ペ ー タ ー ・ク ナ ップの 文 学 史 記 述 か ら 出発 し、 続 い て パ ッサ ウ司 教 区 と司

教 座 都 市 パ ッサ ウ と 『ニ ーベ ル ン ゲ ンの 歌 』 の 成 立 を め ぐる問 題 に 接 近 した 。 こ こで は パ ッサ

ウ司 教 が 作 品 成 立 に 深 く係 わ って い た こ とを 指 摘 し、 そ の 証 と して 作 品 の 中 に 実 在 の 司 教 を 想

起 させ る形 で 導 入 した 作 者 の 意 図 を 探 った 。 またhofと い う中 高 ドイ ツ語 が 世 俗 の 王 侯 を 中 心

に した 宮 廷 だ け で な く、 司 教 を 中 心 と した 宮 廷 を も意 味 し、 司 教 が パ トロン と して 文 芸 ・遊 芸

を 奨 励 して い た 事 実 に 迫 った 。 続 い て 、 同 じ く 『ニ ーベ ル ン ゲ ンの 歌 』 に お い て フ ン族 の エ ッ

ツ ェル 王 と ブル ゴ ン ト王 家 の 娘 ク リエ ム ヒル トとの 結 婚 の 儀 式 と祝 宴 が ウ ィー ンで 執 り行 わ れ
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たことに注 目し、作者がウィーン宮廷を無視できなかったとい う事実から、当時ウィーン宮廷

の存在がいかに重要であったかに言及 し、 ドナウ河の西と東で性格の異なる宮廷が競合 しなが

ら、一方では第一級の 「英雄叙事詩」の編纂作業がなされ、他方では 「恋愛歌謡」(ミ ンネザ

ング)の 伝統が生み出されてきたことを論 じた。その中心人物であるヴァルターが両都市を股

にかけて活躍 し、オース トリア公だけでな くパ ッサウ司教のもとでも歌人として奉仕 したこと

の意味を探った。そ して最後に宗教的 ・政治的な枠組をはみ出して、 ドナウ河流域のはるか南、

北イタリアのアクイ レイアの宮廷に、かつてのパ ッサウ司教で、のちにアクイレイアの総大司

教を務めたヴォルフガー ・フォン ・エルラなる人物を登場させ、この宮廷における文学活動の

具体例としてヴァルターの歌謡とその受容を紹介 した。

　 ドナウ河流域、とくにパ ッサウ司教区では、すでにハプスブル ク家が興る以前に、きわめて

活発な文学活動が認められたことに関 しては、文学史上い くら評価 しても過ぎることはない。

その意味でも、クナップが提示 した司教区による記述ははなはだ魅力的であ り、かつ刺激的で

ある。 しか し、この文学現象をオース トリア文学史のなかで正 しく位置づけるには、すなわち

バーベンベルク家ののちにこの地域を支配することになるハプスブルク家の時代にこの現象が

どのように継承されたのか、またオース トリア意識なるものの成立過程でどのような展開を遂

げたのかを明らかにするには、さらなる検証と記述が求められるであろう。
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